









































　本論文では、中国の加工貿易のあ り方を概観 した うえ、加工貿易の抑止策を考察 し、今後の
産業構造高度化の方向性を提言することを 目的 とする。そこで第2章 では、中国加工貿易の構
造的特徴を概観した うえ、存在している問題点に触れる。第3章 では加工貿易をめ ぐる抑止策








態であ り、「来料加工」(委託加工貿易)と 「進料加工」(原料輸入加工貿易)の 二種類がある。
「来料加工」 とは無償で供与された輸入原料を加工し輸出し、委託企業が中国企業に加工賃金









することを決定 した2)。加工貿易はその 「三来」のことであり、「両頭在外」(原材料 と製品は



















　一方、国内企業は、①各級地方政府の財政請負 と各省庁 ・単位での貿易権の下放 と外貨留保
権の獲得、②国内のインフレ対策 としての金融引き締めによる資金不足からの外貨依存度 と新
技術開発 ・技術向上への依存度の上昇、③保税制度などの外資導入優遇政策により原材料調達 ・
生産拡大 ・輸出ルートの開拓な どが容易 となる背景の中で、加工貿易への参入が急増した4)。
　さらに加工貿易発展の直接的要因としての優遇措置 と政策に、「輸出還付税制度」の改革 ・
完備がある。各種企業の輸出奨励のために、中国では85年から輸出商品に対 して増値税5)と営
業税の還付を開始した。88年か らはr徴 税 と還付税のリンク(徴 税額に応 じた還付税額)」を


































1997 638.1 64.1 82.1
1998 691.8 66.2 90.2
1999 745.4 67.2 86.8
2000 972.3 70.6 82.9
2001 1066.0 72.3 84.7
2002 1346.0 74.8 79.2
2003 1902.7 78.7 79.2
























　 このように、中国の輸出構造は一次製品を主 とした輸出から工業製品を主 とした輸出に変わ
りつつ、そして、工業製品の中でハイテク製品の割合は上昇している。その大半は加工貿易に
よるものであった。




　近年、加工貿易 に関す るい くつかの問題点が表面化 してい る。 ま とめてい うと、次の こ とが
挙げ られ る。
第1に 、製造業 に集中す る産業分布の不均衡 性
　中国の加工貿易は外資導入に伴 って発展 して ぎた ものが多い こ とで、加工貿易におけ る産業
分布は、外資利用 におけ る産業分布 とは正の相関関係にあ る。2008年までの対中直接投資上位
10力国では、香港、 日本、韓国、台湾、 シンガポ ール、米国、 ドイツ、英領バ ージン諸島、ケ
イマ ン諸 島、サモア とな ってい る。なお、英領バ ージン諸島、サモア、ケ イマ ン諸島(英)な
どタックスヘ イブン地域か らの投資の大半は台湾 と香港企業に よる迂回投資 と見 られ る9)。
　表2に 示 された よ うに、産業別では、02年第一次産業で新規設立件数、対中投資総額に 占め
る投資金額 の比重(契 約 ベ ース と実行 ベース)は ともに低 く、それ ぞれ2.85%、2.04%と1.95
%と なった。 これに対 して、第二次産業 では 同件数、 同比重 は、それぞれ73.98%、73.85%と
73.48%とな り、 ともに7割を超 えていた。 また、第二次産業の 中で、製造業 におけ る新 規設 立
件数、投資金額(契 約ベ ース と実行ベ ース)は それぞれ254930社、592億ドル と368億ドル とな
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り、 そ れ ぞ れ 、98.62%、96.97%と94.96%を占 め た 。
表2　2002年対中直接投資の産業構造
(単位:億 ドル、%)




総　　額 34,171 827.68 100 527.43 100
第一次産業 975 16.88 2.04 10.28 1.95
第二次産業 25,279 611.26 73.85 387.56 73.48
第三次産業 7,917 199.55 24.11 129.59 24.57
(出所:中 国商務部「ri際貿易経済合作研究院 『中[対 外経済貿易 白皮書』中信出版社,2003年,205頁)
　このように、外国資本の大規模な進出は製造業を中心に中国への影響を急速に強めつつある。
外資企業による生産は、アパレル、繊維、皮革、家具、靴 といった労働集約型産業において比












の国内企業の育成 ・発展 とその発展過程におけるスピン ・オフが期待されるのである。
　 しか し、中国の加工貿易が競争力をもつ分野は、部品の簡単な加工や組立 といった低付加価
値の労働集約型工程に限 られている。形態では、OEM(相手方のデザイン ・ブラン ドによる







　原材料(部 品代)　 40ドル ×35%=14ドル
　工場での発生費用(賃 金 ・電気代 ・その他経常経費)　 40ドル ×7.5%=3ドル
　外資企業の粗利　　40ドル ×20%-8ドル
　製品出荷後の流通過程費用(代 理店 ・小売店)　 40ドル ×37.5%=15ドル、 となっている12)。
　また、加工貿易輸出製品はアパレル、紡績、機電部品な どの川下産業への低技術集約的製品




籍企業の加工 ・組立工場に過ぎない。例えば、インテル科学技術(上 海)有 限会社はインテル
本社にとって国際事業を展開する中で規模が最も大きいチ ップ工場の一つである。しかしなが
ら、そこでの生産過程を見ると、チップの検査 と包装工程だけであ り、コア生産技術は本社が
握っているといわれる。この他、関志雄博士によれば、「メイ ド・イン ・チャイナ」 とい うラ
ベルが貼 られているパソコンの付加価値を部品ごとに調べると、CPUはアメ リカのインテル、
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投入財に対する 「保税管理」 と国内中間投入財の 「輸出還付税」を通じて高い関税な どによっ
て生 じた価格の高騰を抑えることにある。付加価値 と技術レベルが低い加工貿易の産業構造を
如何に調整するかをめ ぐって、政府は加工貿易の産業構造高度化および製品の高付加価値化に






　加工貿易は一般貿易 と違 って、輸出入税の減免を享受できる。進料加工貿易を行 う場合には、
原料を輸入する際に納めた増値税は、製品を加工して輸出したとぎに還付される。一方、来料
加工を行 う場合には、輸出と輸入をする際に関税 と増値税を免除できる。中国の増値税は付加




税 と営業税の還付を開始した。88年からは 「徴税 と還付税のリンク(徴税額に応 じた還付税額)」
を遂行 し、さらに94年の税制改革後には輸出商品にゼロ税率政策を実行した。その後輸出還付













139号)を公布 した。同年9,月15日か ら一部の 「両高一資(高 汚染、高エネルギー消耗 と資源
浪費型)」製品の輸出還付税率は廃止され、繊維、アパ レル、鉄鋼な ど貿易摩擦を引き起 こし
やすい製品の輸出還付税率は引 き下げられ、ハイテク製品、IT製品、生物医薬品などの輸 出
還付税率は引き上げられることになった。
　 さらに、2007年6月、財政部 と国家税務総署は 「一部分の商品の輸出還付税率を引き下げる
調整に関する通知」(財税[2007]190号)を公表した。同年7,月1日から絶滅に瀕する動 ・植



































































海地区の土地、労働力のコス トが上昇しつつ、それに人民元の切 り上げや、加工貿易政策 と輸





遅れている貴州省を例に挙げると、88年に約8倍 だった上海 と貴州の1人当た り平均所得の差
は十年で12倍以上に拡大 された。2004年の一人当た りの年間可処分所得を見れば、前者は
14,867.5元に達 しているのに対 して、後者は6,569.2元となり、2.26倍の格差があった。そして、
前者の2007年の1人 当たりのGDPは 約8500ドルに達 しているが、後者は800ドル程度に止ま
り、10対1という格差である。















① 加工貿易は 「大いに輸入し大いに輸出する」 とい う特徴を持 っている。輸送 コス トを考え
　 ると、港に近いのが求められる。中国の陸上輸送コス トが高 く、チップのような物流コス ト
　が安い商品を除いてコス ト増を覚悟して積極的に内陸部に移転する企業はそ う多 くないよう
　 だ。
② 内陸部は=豊富で廉価な労働力を持 っているにもかかわらず、ローカル ・コンテンツ、生産
　性 と管理水準が低い。
③ 沿海地区の地方政府は外資を誘致する際に、製造業に必要な土地に対 し補助金を出すのが

















を増 している。 このような状況の下で、2005年か ら広東省政府は 「騰籠換鳥」(籠を空けてお







































　 ところが、「騰籠換鳥」戦略を採 り入れて以来、効果がそれほど見られない。主要な原因 と
して、産業移転は多 くの地方政府 と関係企業の既存利益に影響を与えるからである。地方政府
も企業も付加価値 と技術水準の低い生産方式にすっか り慣れてきて、移転の意欲が強 くない。
また、採算が取れない三資企業および一部の国内企業は、生産コス トがもっと安い内陸部か、
もしくはベ トナムな ど周辺諸国へ移転してい くだろう。
(3)長い産業チェーンをもつこと
　加工貿易は中国が工業化を進める過程において大きな役割を果たしてきた。現在加工貿易分





移転 と 「騰籠換鳥」戦略は、中国の国情に合った政策 といえる。しかしながら、沿海地域での
加工貿易の産業高度化を如何に進めるかを巡って、私はバ リューチェーン(価値連鎖)に 立っ
て考える必要があるのではないか と思 う。





う企業活動を、調達 ・開発 ・製造 ・販売 ・サービス といったそれぞれの業務が、一連の流れの
中で順次、価値 とコス トを付加 ・蓄積してい くもの ととらえ、この連鎖的活動によって顧客に
向けた最終的な 「価値」が生み出されるとする考え方である。




を産業構造および国際分業の分析に使 うようになった といわれる。図2に 示されるように、一
般には、バ リューチェーンにおいて、上流にある研究開発、新製品の設計 とコア となった部品
の生産は付加価値が高 く、下流にあるマーケティング販売 とアフターサービスは付加価値が比
較的に高いのに対して、加工 ・組立工程はコス トが最も高 く、生産効率 と付加価値がもっとも




















































































易強国への夢を実現する日はそ う遠 くないであろうと私は思 う。
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